細す ぎても ならず、 毛虫の ように 太くても ならず、 

わずか 筆の 毛 一本の 線の 多い 少ないで、 その 顔 全体に 

影響 を あたえる こと はしばしば 経験す ると ころで ある _ 

眉が 仕上げの うえに もつ とも 注意 を 払う 部の ひと つ 

である ゆえんで ある。 

眉 も 女性の 髪 や 帯と 同様に その ひとの 階級 を 現わす 

ものである。 

王朝 時代 は 王朝 時代で ちゃんと 眉に 階級 をみ せて い 

た。 眉の ひき かた 剃り かたに も、 おのず とその ひと ひ 

との 身分が 現われて い、 同時に それぞれ 奥ゆかしい 眉 



いる ひとりな ので ある。 

青 眉と いうの は 嫁入りして 子供が 出来る と、 必ず 眉 

を 剃り 落して そうした ものである。 

これ は 秀でた 美しい 眉と また 違った 風情 を 添える も 

ので ある。 

結婚して 子供が 出来る と 青 眉になる など は、 如何に 

も 日本的で 奥ゆかしく 聖 なる 眉と 呼びたい ものである _ 

いつの 頃から かこの 青 眉の 風習が 消え失せて、 今で 

は 祇園と かそうい つた 世界のお 内儀さん にと きどき 見 

受ける ことがあ るが、 若い ひとの 青 眉 は ほとんど 見ら 



れ ない。 まして 一般の 世界に この 青 眉の 美 を ほとんど 

見出す こと は 出来ない。 

青 眉 は 子供が 出来て 母に な つ たしる しにそう する I 

I 言い 代えれば 母の 眉と も 称うべき もので 実にめ でた 

い 眉な ので ある。 

十八、 九で 嫁入りして 花 ざ かりの 二十歳ぐ らいで 母 

になり、 青 眉に なって いる 婦人 を 見る とた まらない 

瑞々 しさ を その 青 眉に 感じる ので ある。 

そして 剃りた ての 青 眉 はたと えてい えば 闇夜の 蚊帳 



にと まった 一 瞬の 螢光の ように、 青々 とした 光沢 を 

もつ ていて まったく ふるい つきたい ほどで ある。 

そのうえ 青 眉になる と、 急に 打って 変って 落ちつき 

の ある 女性に 見える ので ある。 もちろん 母と なった 故 

もあろう けれど 

私 は 青 眉 を 想うた びに 母の 眉 をお もい 出す ので ある _ 

母の 眉 は 人一倍 あおあお とし 瑞々 しかった。 母 は 毎 

日の ように 剃刀 を あてて 眉の 手入れ をして いた。 いつ 

まで も その 青 さと 光沢 を 失うまい として、 眉 を 大切に 

していた 母の ある 日の 姿 は 今でも 目をつぶれば 瞼の 裏 
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